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 ペロブスカイト太陽電池は光活性層にペロブスカイト半導体を用いた太陽電池であり、溶液塗

布法により容易に作成が可能である。近年エネルギー変換効率が 25％を超えることから変換効率

がシリコン太陽電池に迫り、次世代太陽電池として注目されている。一方、同太陽電池を構成す

るハロゲン化鉛系ペロブスカイト化合物は毒性および各種条件下での不安定性が課題としてあげ

られており、Pb に比べて毒性の低い Cu をベースとしたペロブスカイト化合物を用いた太陽電池

についての研究が報告されている。しかしながら、Cu 系ペロブスカイト化合物を用いた太陽電池

の変換効率は 2 %程度であり、化合物の選択を含めたさらなる改善の必要性が指摘されている[1]。  

本研究では、太陽電池作製に適した一連の層状ハロゲン化銅ペロブスカイト薄膜の作成条件につ

いて検討した結果について報告する。Fig. 1 に(C6H5CH2NH3)2CuBr4薄膜の粉末 X 線プロファイルを

示す。光吸収スペクトルから見積もった得られた光学的バンドギャップエネルギーが 1.8 eVであり、

空気中で高い安定性を示すことが確認された。一方、溶液プロセスによる成膜法では、層状の多層膜が

形成されやすいことも分かった。同薄膜の各種条件下での安定性および他の有機カチオンを用いた試

料との比較検討を行った結果については当日報告する。 
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Fig.1. XRD pattern of (C6H5CH2NH3)2CuBr4 thin film. 
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